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平成 13 年３月期業績予想（連結・単独）の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績の動向を踏まえ、平成 12 年 11 月 16 日の中間決算発表時に公表した平成 13 年３

月期（平成12 年４月 1 日～平成 13 年３月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしますの

でお知らせします。 

記 

 

１． 平成 13 年３月期通期業績予想値の修正（平成 12 年４月 1 日～平成 13 年３月 31 日） 

（１）連結業績予想                           （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 19,621  7,451           3,977  

今回修正予想（Ｂ） 21,600  8,680  4,480  

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,979  1,229  503  

増   減   率（％） 10.1  16.5  12.6  

前期実績（平成 12 年３月期） 16,971  6,520  3,543  

 

（２）単独業績予想                          （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 13,200  6,150  3,397  

今回修正予想（Ｂ） 14,300  6,600  3,700  

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,100  450  303  

増   減   率（％） 8.3  7.3  8.9  

前期実績（平成 12 年３月期） 12,685  5,581  3,185  

 

２． 修正の理由 

（１）連結 

東京会場のオークション処理時間の短縮化や名古屋会場の４レーン化などにより、オーク

ション出品台数がグループで 1,230 千台（予算比 3.7％増）と増加したことに加え、衛星テ

レビ端末から現車会場のオークションへの直接参加を可能とするシステムをグループの全

現車会場（10 会場）に導入したことにより、オークション成約台数がグループで 659千台

（予算比 8.5％増）と増加し、成約率も 53.6％（予算 51.3％）となりました。また、この



システムの導入が、衛星オークション会員の増加にも寄与し、売上高は 21,600百万円（予

算比 10.1％増）となる見込みであります。 

売上原価は 8,250百万円（予算比5.5％増）、販売費および一般管理費は 4,530 百万円（予

算比 12.6％増）を見込み、営業利益は 8,820 百万円（予算比 13.4％増）を見込んでおりま

す。営業外損益も借入金の期中返済により支払利息を圧縮したため、▲140 百万円を見込み、

経常利益は 8,680百万円（予算比 16.5％増）となる見込みであります。 

また、特別損失に固定資産廃棄損、役員退職慰労金など 420 百万円を見込み、当期純利

益は 4,480百万円（予算比 12.6％増）となる見込みであります。 

（２）単独 

連結と同様の要因により、オークション出品台数が 916 千台（予算比 6.2％増）、成約台

数が 511 千台（予算比 10.3％増）、成約率 55.9％（予算 53.8％）となったことにより、売

上高は 14,300 百万円（予算比 8.3％増）となる見込みであります。 

売上原価は 4,530百万円（予算比4.1％増）、販売費および一般管理費は 3,050 百万円（予

算比 24.5％増）を見込み、営業利益は6,720百万円（予算比5.0％増）を見込んでおります。

営業外損益も借入金の期中返済により支払利息を圧縮したため、▲120百万円を見込み、経

常利益は 6,600 百万円（予算比 7.3％増）となる見込みであります。 

また、特別損失に役員退職慰労金、退職給付会計基準変更時差異など 210 百万円を見込

み、当期純利益は 3,700百万円（予算比 8.9％増）となる見込みであります。 

以 上 

 

 

 


